
点数 各項⽬20点満点

1462 まいちゃん 京朔太郎 ⼀般審査員A 17 17 17 17 17 85 これは怖いって。短い中で最後のオチもうまくついているし、語りにも⼯夫が
ある。ただ、これはどっちかというと⻑編に向いた題材だと思う。最後のオチ
がちょっと急ぎ⾜になっていて、すべてが説明されていないからである。⻑編
であれば、⾊々なエピソードを付け加えられるので、娘やまいちゃんについて
もより深く理解できるからである。ぜひとも⻑編のアイデアだけでも考えてみ
てほしい。⻑編だったらどうしようかなって。考えてみると楽しいと思う。

1462 まいちゃん 京朔太郎 ⼀般審査員B 8 6 7 6 7 34 娘が亡くなった理由が気になります。そこを絡めたらもっと良くなると思いま
した。

1462 まいちゃん 京朔太郎 ⼀般審査員C 16 16 16 16 16 80 最後に、視点が⽇記の⼥の⼦のお⺟さんへ移る展開にゾワッとしました。まい
ちゃんや⼿を振っていたおじいさんの正体が分からなすぎて不気味なお話でし
た。

1462 まいちゃん 京朔太郎 ⼀般審査員D 16 15 17 18 17 83 想像の斜め上をいく流れでした。幼い頃の記憶を辿っているのかと思いきや、
まさかでした。ただ、少ない字数の中で内容盛りだくさんだっただけに盛り上
がりきる前に終わってしまった感があり少し勿体なく感じました。個⼈的に、
もっと後味が悪い書き⽅でも良かったと思いました。

1462 まいちゃん 京朔太郎 ⼀般審査員E 15 16 16 15 16 78 なんだろうか、たどたどしいひらがなの⽂章は、⼩さい⼦どもの書いたもの。
普通にお友達の家に⾏って、いけないことをしてお友達がお⺟さんに起こられ
た。そんなことを書いているのではないのだろうけれど、よくわからない。イ
マジナリーフレンドでもなさそうだし。⽇記を⾒つけた⺟親は、まいちゃんを
知りたいのだろうか。亡くなってしまった娘の遺品の中で、⾃分の知らなかっ
た娘のことを⽬にしたとき、残された⺟親はどんな思いが湧いてくるのだろう
かと気になってしまった。もう誰にも聞けない娘の姿を、まいちゃんに聞いて
みたいと思うかもしれない。

1462 まいちゃん 京朔太郎 ⼀般審査員F 17 15 15 16 16 79 娘さんは幼くして亡くなったのでしょうか。亡くなった原因と⽇記での出来事
との因果関係はわからないけれど、⺟親としては、⾃分の娘が⾃分の知らない
⼈物と関わっていたというような⽇記を残していたのを知ったら、それは
ショックだし怖いだろうと思う。まいちゃんとは⼀体何者だったのか？実際に
存在していて、家に⾏ったのか？おじいちゃんは⽣きていたのか？など、謎な
部分も多いけれど、なかなか⾯⽩いお話でした。

1462 まいちゃん 京朔太郎 ⼀般審査員G 15 18 13 16 18 80 ⼀体どこに⾏って娘さんは亡くなってしまったのかという謎の残るお話です
ね。まだあどけない⽂章で、でも頑張って書いたであろう⽇記を⾒て亡くなっ
た娘さんへ思いを馳せていたら、とんでもない⽂章を⾒つけてしまったという
ところでしょうか。背景をなんとなく想像させてくる感じがして、またその背
景との落差でゾッともするし「うわっ」と引く感じも出てきます。少ない⽂章
量で、物語の⾻格に沿った想像をさせるというところがお上⼿だと感じまし
た。

1462 まいちゃん 京朔太郎 ⼀般審査員H 15 15 14 13 13 70 何せほぼオール平仮名なので正直読みづらかったです。不気味さを出すには充
分ですが。怖さ、序盤から中盤にかけては何か良くない事が起こっている、と
⾔うのは分かっても、不気味さはありつつも怖いとは思わなかったのです
が、、最後の「亡くなった娘の部屋から..」で⼀気に寒気が。鋭さ、ここも⼀⾒
幼⼦の独⽩と思わつつ要所要所で不穏な表現を差し込んでくる辺り、鋭さを感
じます。新しさ、平仮名の羅列が亡くなった娘の⽇記だった。ここで初めて合
点がいったのと、⺟親には、娘の友達でまいちゃんという⼦は知らない、とい
う結びです。ユーモアさ、良い意味で厭怖な所です。恐らく、まいちゃんもそ
のママも、⼈ならざるもので「娘」は引っ張られたのかな？と思いますが。感
⼼するくらい救いが無い。意外さ、末⽂の⺟親の台詞です。要はここで語り⼿
が交替するわけですが、幼⼦の独⽩、その⾝に起こったことの答えが、ここで
明かされる展開。虚を突かれた感じがしました。

1462 まいちゃん 京朔太郎 ⼀般審査員I 13 12 11 13 12 61 亡くなった娘さん、⽂章からしてすごく幼い感じなんだが、幼い⼦がこんな⽂
章を書き残すのか疑問。幼いながらも怪談師を⽬指していたのなら話は別だ
が。。。まいちゃんはイマジナリーフレンドなのか？創作の物語を残したのか？
machanよりも幼い⼦がこんなしっかりした⽂章をのこしてたのが怖い

1462 まいちゃん 京朔太郎 ⼀般審査員J 18 15 15 12 18 78 とても怖い話だった。娘さんがなくなってしまっていたことも意外で、怖かっ
た上に、そもそもどこに⾏っていたのかがわからないということも怖い。いっ
たところで起こった出来事も何がなんだかわからないということもより怖さを
引き⽴たせていた。

合計 150 145 141 142 150 728

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1518 リード よしのみかや ⼀般審査員A 19 17 17 15 18 86 ギャー、怖すぎ。リードに⼈がつながれてるんだろうなー、までは予測できた
んだけど、まさかの〇〇ですか。やめてよー、怖いなー。寝れないじゃん。
「深夜の散歩」という鉄板要素もきちんと活かされていて、⽂句のつけようが
ない怪談。あと、思ったんですけど、寝る前に散歩なんかしたら、余計寝れな
くないですか。ただでさえ寝れないのに、これはひどすぎる。トラウマとかそ
んなレベルじゃねえよ、マジで。寝れないじゃん。責任取ってよ。

1518 リード よしのみかや ⼀般審査員B 10 8 7 6 9 40 状況が普通に怖いです。夜中に⾚ちゃん引きずる⼥性を⾒たらジョギングじゃ
なくてスプリントになりますね。プラスで泣き声もあって地⾯越しだから声が
こもっていて、近づいた時にわかるみたいな怖さもあったらもっと良かったで
す。

1518 リード よしのみかや ⼀般審査員C 20 18 18 16 18 90 うつ伏せの⾚ん坊をリードで引きずりながら夜道を散歩する⼥性…。怖すぎて
意味が分からないです(笑)

1518 リード よしのみかや ⼀般審査員D 17 13 16 14 15 75 途中で何となくオチが読めてしまいました。オチが想像できるものでも、楽し
める作品はありますが今回はそこまで怖さ、新しさも感じられませんでした。
眠れない夜、という⽇常とは少し外れた状況で怪異に出会ってしまう。さらに
眠れなくなってしまうこと請け合いですね。

1518 リード よしのみかや ⼀般審査員E 17 16 16 15 16 80 夜中の2時、公園、⼈影などアイテムが揃って何かを⾒てしまう、期待を裏切
らない流れ。半周ほど⾛らないと現れてこないのか、それとも眠れない夜とい
う状態は、すでに周波数が合っていたのかもしれない。だから⾒えた、そして
出会ってしまった感じかな、このシチュエーションだから出会ってしまったら
怖いとは思う。怖さは⾚ん坊を引きずる⼥なのかなあ、眠れない夜に躊躇なく
外出できる恐れ知らずが、別の意味で怖い。ましてや2時そこのほうが、よっ
ぽど怖い、夜中の公園なんて雑多なものが、うようよしているようで何かを連
れて帰ってしまいそう。

1518 リード よしのみかや ⼀般審査員F 17 16 17 15 17 82 深夜の公園、という時点でもうフラグが⽴ってしまっていますが、都会の⽅で
は深夜でもランニングをしたりしたり、ペットを散歩させたりするような光景
はそうそう珍しくはないのでしょうね。主さんと同じように眠れない時は⾛り
に⾏く、という⼈も案外いるのかもしれませんね。先までは⾒えなかった⼈影
…。そこはさっきまでは、と書く⽅がいいかもしれません。主さんの⾏く⼿に
リードを持って、ペットを散歩させているような⼈影が⾒え、いざ、近づいて
追い越そうとした瞬間、⽬にしたのが虚ろな顔をした⼥とリードに繋がれたう
つ伏せの⾚ん坊だとは！⼥は何かに取り憑かれているのでしょうか？いやあ、
怖いですね。繋がれていたのがおじさんだったりしても怖いでしょうけど。

1518 リード よしのみかや ⼀般審査員G 15 13 13 18 18 77 あまりに救われない。⼈形であってほしいです。胸が締め付けられてしまうお
話でした。夜中、こんな⼈に出くわしてしまったら本物じゃありませんように
と願うでしょうし、どうにか助けたい⼀⼼で声をかけてしまうかもしれませ
ん。でも、それすら相⼿の思うつぼだとしたら余計に怖いですね。短編という
性質上、物語の中での落差が⼤きな加点ポイントになると思っているので、そ
ういった点でいうとこちらのお話は⼤きな加点となりました。

1518 リード よしのみかや ⼀般審査員H 12 11 10 11 11 55 簡潔に書かれていますが作品として成⽴しています。怖さ、凄く怖いかと⾔う
とそこまででは無かったです。ただ、深夜の公演、向こうから⼈がやってき
て、持つリードの先には...ギョッとしますよね。鋭さ、短編の性質上仕⽅ない
かもしれませんが、状況説明の中にも主⼈公が何か不安や恐怖を感じる瞬間が
あると良いかな、と感じました。新しさ、うーん...⾚ん坊をリードで引いてい
る⼥、不気味ではあります。とは⾔え、⽇常ではあり得ない光景を⽬の当たり
にする、⼈が繋がれている、こういった話は割と怪談において出てくるシチュ
エーションです。新しくは、、無いと思います。ユーモアさ、ブラックユーモア
と捉えれば確かに。主⼈公や、虚な顔をした⼥に⼀瞬でも個性が現れる瞬間が
あるとまた違ったかもしれません。意外さ、ここはリードの先に繋がれていた
のが何故か⾚ん坊だった点、幽霊か妖怪？かも分からないままの終焉です。

1518 リード よしのみかや ⼀般審査員I 15 12 12 10 13 62 まさかの⾚ちゃん。⼈形を想像してました。ゾッとしました。殺してしまった
⾚ちゃん？？不慮の事故や病気で死んでしまった⾚ちゃん？？うつろな顔がど
ちらにも当てはまってしまって。。。怖いです

1518 リード よしのみかや ⼀般審査員J 18 15 15 13 16 77 最後の⾚ん坊のところが、とても怖い。ヒトコワなのか、⼈ではないナニカな
のかがよくわからないところが嫌な気分になる話だった

合計 160 139 141 133 151 724

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1468 樹海のノート 京朔太郎 ⼀般審査員A 17 18 17 16 17 85 ⾃殺予防の啓発になりそうな短編。とにかく切り⼝の⾓度がすばらしく、社会
的な意義すら感じさせる。樹海という定番スポットを短編でここまで⾯⽩くで
きるとは思はなかった。作者の想像⼒に拍⼿を送りたい。安易な⾃殺に対する
書き⼿の考えも少し読み取ることができ、こちらまで勉強になった。このノー
トに似たノートをいくつか作って、樹海の中にばらまいてみてもいいかもしれ
ない。いやー、実際にないとは完全に⾔い切れないところも素晴らしい。

1468 樹海のノート 京朔太郎 ⼀般審査員B 7 6 6 5 6 30 落ちていたノートになぜ死⼈がメモを残すのかという謎をなんとかしないと怖
さの前に疑問がわいてダメですね。

1468 樹海のノート 京朔太郎 ⼀般審査員C 16 18 16 16 16 82 樹海でお亡くなりになった⽅の死後の⽇記？樹海で⾃殺すると普通とは違う場
所に⾏き着いてしまうのか…

1468 樹海のノート 京朔太郎 ⼀般審査員D 16 17 18 17 17 85 不思議で不気味な話でした。現実として描かれているのに、終始別の世界線に
いるような感覚で読んでいました。死者の悔恨の⾔葉なのか、夢現の⽣者の⾔
葉か判断に迷うのは樹海という特殊な状況ならではでしょう。そのシチュエー
ションが絶妙です。最後の⼤切な⼀⽂、「から」ではなく「を」のほうが良
かったです…そこだけが残念。

1468 樹海のノート 京朔太郎 ⼀般審査員E 17 18 18 17 17 87 樹海で死ぬことを選んだ⾃分に後悔している記録を、あとから来るかもしれな
い⼈のために残してくれたのか、⾃分の想いをわかってほしくて残したのか。
いずれにしても、ここでの⾃殺をお勧めしていなくて、別の場所へ誘導してい
る⼝コミのようだ。⽣前に付きまとわれていたものに、死後も付きまとわれて
いるなんて、逃げ道がなくて樹海で後悔をし続け無限に繰り返されていく地獄
のような状態は苦しいのかもしれないと思える。死んだ後にノートに思いを
綴った、こういう現象は怖いというより執念がすごい。ノートを閉じた⼈はど
こへ⾏ったのだろう。

1468 樹海のノート 京朔太郎 ⼀般審査員F 15 14 15 13 14 71 最後の⼀⽂、樹海から後にした、となっていますが、そこは、樹海を後に...と
〝を〟と書いた⽅がいいですかね。主さんが死のうと思って樹海に⼊り、そこ
で⾒つけたノート。そこに書かれていたのは樹海での死を選んだ事への後悔が
綴られた⽂⾯―。死んでもこいつらといないといけない、のこいつらとは？死
の直前に⾒た樹海を彷徨う霊達でしょうか？何れにしろ、樹海で死んだのが間
違いだった―と書かれているという事は、この⽂はノートの持ち主の死後に書
かれたものですよね。死者が残したメッセージ、怖いですね。でも、死のうと
した主さんが、結果的に死ななくて済んだのは良かったのかな、と。

1468 樹海のノート 京朔太郎 ⼀般審査員G 10 12 10 12 14 58 何かから逃れたくて樹海で死んだのに、結局逃げられなかったという事でしょ
うか。そもそも死んでいるのに⽇記が書けるということにも驚きですね。ただ
こういう⽇記を⾒てしまっては死に場所としては避けたくなる、という⼼理を
応⽤して⾃死してほしくない⼈が置いたものだったら⾯⽩いなと思います。あ
まり怖さを感じられなかったのでそこの加点は少ないことと、何かもう⼀⼯夫
ほしかったので、新しさも少し低めです。

1468 樹海のノート 京朔太郎 ⼀般審査員H 17 16 17 15 17 82 シンプルですがしっかりと怪談。好きです。怖さ、樹海で拾ったノートの内容
に凝縮されています。ここから出れない、楽になれない、とまさかの死者が書
き残した物。いやー、死んでまで救われないとは怖すぎます。鋭さ、死者の叫
びがこれでもかと綴られていますが、樹海で⾃死した結果のおぞましさ。その
表現に強く鋭さを感じます。新しさ、死のうとして樹海に来る。これ⾃体は特
に新しくはありませんが、落ちていたノートを覗くとそこには...という展開、
そして死体は出てこない、幽霊も出てこない。あくまで⽇記の存在で怪異を⽰
す。斬新ですね。ユーモアさ、楽になれると思ったのに、樹海で死ぬんじゃな
かった。死を選ぶ程⾟かったのに、救われなかった。⼈の悲哀がこもってい
て、それだけにユーモアをも感じさせます。意外さ、「何故」樹海で⾃死する
と「出れない」のか？、「こいつら」とは誰？これらが全くノーヒントのま
ま。気になる〜！ただ、主⼈公は死ぬのを思い⽌まる。結果、ハッピーエン
ド.....か？

1468 樹海のノート 京朔太郎 ⼀般審査員I 13 12 11 14 12 62 死んでからノートを書いたの？？こいつらとは誰なんだろ？？先に⾃殺した
⽅々なのかな？？死んでからの苦しみを誰かに知らせたくてノートに書くなん
て、ちょっと笑えます。あっでも、もしかしたら⾃殺を⽌めるために⽤意した
ノートなのかも？？死んでも楽にならないよぉって。おもしろい話

1468 樹海のノート 京朔太郎 ⼀般審査員J 18 15 15 17 15 80 シュールな怖さが良かった。ノートを書いたのは、誰だ？という気になる点が
あったのと、⼀緒にいる⼈達は、誰なんだろうというところも気になる怖さが
あった。
最後に、主⼈公が⽴ち去ってくれて、本当に良かった。

合計 146 146 143 142 145 722

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1487 ⼩さな⻭形 京朔太郎 ⼀般審査員A 16 14 14 15 14 73 この怪談も、そう。もう少し踏み込んでほしい。こちらが想像して初めて恐怖
が⽣じる、というのでは駄⽬なのである。恐怖⾃体はそこにあってほしい。も
ちろんこちらが想像する余地も⼤事である。もうお前が書けよ、という声が聞
こえてきそうだが、そこはなんとか、赦してほしい。創造の余地のバランスが
うまいものには⾼い評価をつけるし、他の審査員にもマイナスに⾒られること
はないと思う。意識してみてほしい。⼀歩踏み込んで書けば、この怪談は、
もっと怖くなる。

1487 ⼩さな⻭形 京朔太郎 ⼀般審査員B 8 7 6 8 8 37 海で⼦供が⾜に噛み付くのは流⽯に霊だとしても違和感がありますね。定番の
⼿の跡はリアリティがありますが⻭型は意味が分かりませんね。

1487 ⼩さな⻭形 京朔太郎 ⼀般審査員C 16 16 16 16 16 80 ⼦供の霊に噛まれたということでしょうか？海で泳いでいただけなのに、あま
りに理不尽すぎる…

1487 ⼩さな⻭形 京朔太郎 ⼀般審査員D 17 16 15 18 16 82 淡々と描かれているところにぞくっとしました。夏の思い出にしては気持ちが
悪すぎます。そもそも⼈に噛まれることはないので、激痛の時点で何の痛みか
分からないのも納得。そもそも、本当に⼦どもだったのかも怪しいですが…理
解不能なものを⾒た時、当たり前の事を何故か⾔葉に出して確認してしまうの
もわかります。これは創作なのか実体験なのかとても気になります。

1487 ⼩さな⻭形 京朔太郎 ⼀般審査員E 17 18 18 19 18 90 ⻭形のついている⾜、痛そう。海で動いている⾜に⾷らいつく様⼦は不気味に
感じる、⻭形だけで満⾜してくれたのだろうか。ジョーズではなくて良かっ
た、⽔中の体はある意味、無防備な状態だから何かまとわりついてきてもおか
しくはないと思うと、あるかもなぁと思わせてくれる。⼈ではない何かかもし
れないし、遊びに来ていた⼦供たちのゲームかもしれない、どっちにしても気
⾊悪いけれど。病院でのやり取りはお医者さんや本⼈のリアクションを想像す
ると何かのコントのようで⾯⽩い。とりあえず治療しましょうね、といった流
れまで想像できてしまう。

1487 ⼩さな⻭形 京朔太郎 ⼀般審査員F 15 15 15 16 15 76 タイトルで先の展開がわかってしまうのが残念なところですが、お話としては
⾯⽩かったです。海で泳いでいて、突然、⾜⾸に痛みが⾛った、と思ったら、
結果、それは噛まれたものだったとは…。しかも、明らかに⼦供の噛み痕だと
いうのだから、それは何とも⾔えない妙な空気にはなるだろう。それにして
も、余程強い⼒で噛まないと⾎が出るような状態にはならないし、そういう意
味でも怖い。その海で亡くなった⼦供の霊の仕業でしょうか？だとしても、な
ぜ主さんが狙われたのか、理由も気になりますね。

1487 ⼩さな⻭形 京朔太郎 ⼀般審査員G 14 17 14 16 18 79 クラゲとかかと思ったら⼦供の⻭形、何が嚙みついてきたのか気になります
ね。海の底は未知の世界ですからね、今の⼈類には理解できない⽣物がいても
おかしくはないです。それよりお医者さんの対応はなんだか⼿慣れたものなの
が気になります。厳密に書いていないけど、よくあることみたいに感じさせる
表現がよかったです。

1487 ⼩さな⻭形 京朔太郎 ⼀般審査員H 10 10 12 12 11 55 怪異と⾔えば確かにそうなんですが、、怖さがあるかと⾔えばそこまで感じま
せんでした。海⽔浴に⾏った先で⾜に痛みが⾛り、⼦供の⻭形が付いていた。
描き⽅の問題もあるのかな？あっさりし過ぎていて、怖く感じようが無いと⾔
うか。鋭さ、ここも同様です。主⼈公の⾝に起こった事の表現がどちらかと⾔
えば軽めのタッチで書かれているように感じられ、鋭利なものがありません。
新しさ、実際に起こった事は⼦どもの⻭型がついていた、という事実のみ。⼦
供そのものは露ほども出て来ない。あくまで推測の域を出ない点です。ユーモ
アさ、主⼈公と医者のやり取りですかね。あまりの事にポカンとする２⼈。想
像すると⾯⽩いです。意外さ、海で起こる怪異という点では怪談の定番なの
で、、この評価としています。ただ、終わらせ⽅としては良いとは思ってます。
で、結局は何だったんだ、という締め⽅。

1487 ⼩さな⻭形 京朔太郎 ⼀般審査員I 11 12 11 12 10 56 ⾎が出るほど噛まれるって。。。物質の残るホラーって怖いですよね。物が現れ
たり、なぜ噛んできたのかも不思議ですよね。引きずり込まれる、溺れさせら
れるならまだしも（笑）噛み⽅の⼒は間違っているが、かわいらしいなと思っ
てしまった。

1487 ⼩さな⻭形 京朔太郎 ⼀般審査員J 15 13 15 12 15 70 何に噛まれたのかが、わからないところで終わるところがとても怖い
病院での無⾔の時間もとても怖い

合計 139 138 136 144 141 698

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1517 寝起きの洗⾯台にて ななめごはん。 ⼀般審査員A 15 15 15 15 15 75 詩のような怪談。語りのテンポがとてもいい。リズムに乗って読んでいける。
しかし、話⾃体は平凡で、特にひねりがない。俳句や短歌ならきれいにオチを
つけることもできるが、詩では難しいかもしれない。とにかくひねりを意識し
てみると、全体的な点数が上がると思う。もう⼀度⾔うが、テンポはよかっ
た.。詩のような怪談もあっていいかもしれない。可能性に満ちた怪談。あとは
ひねりだけ。もうひとひねり、こちらを驚かせてほしい。

1517 寝起きの洗⾯台にて ななめごはん。 ⼀般審査員B 8 6 8 6 7 35 顔を鏡で⾒た時と触った時で感触が違うまではいいんですがそこに⺟親が出て
きて顔変だよってにちゃっと笑うのは、このあとの話も必要になってくるの
で、ショートだとキツイですね。

1517 寝起きの洗⾯台にて ななめごはん。 ⼀般審査員C 17 17 16 16 16 82 ⾊々と考察できそうなお話でした。お⺟さんは溶けてる顔のことについて何か
知っている？

1517 寝起きの洗⾯台にて ななめごはん。 ⼀般審査員D 18 16 18 19 17 88 お⺟さん、最後に⾒ていたのは本当に息⼦の顔ですか？と聞きたい…寝ぼけて
いる息⼦に悪乗りしたのか、何か知っているのかどちらともとれそうな表現が
とても良かったです。⾃分の⾝に起きたらパニックになるし、⾃分の⽬に⾒え
るものが信じられなくなると思いました。視覚的な情報と、⼿の感触とどちら
を信じたらいいか混乱する様⼦が⽣々しくて良かったです。

1517 寝起きの洗⾯台にて ななめごはん。 ⼀般審査員E 16 16 17 19 16 84 鏡に映っている様⼦を⾒てビックリする、どう⾒ても尋常ではないものが映っ
ていて、どうしたのかどうなっているのかパニックになる。そんな様⼦が何度
も顔に触って試していることでわかる、きっと頭の中で「えっ？えっ？な
に？」って混乱しているのだろう。その後の⺟親の状態が奇妙なのだが、そも
そも悲鳴を上げている時点で駆けつけてこないのだから、ここが異世界なの
か、まだ夢の中なのかと思えるところが⾯⽩い。それに、⾃分の顔って何かに
写さないと確認できないし、写っているものが⾃分だと信じて納得するしかな
い。⾃分の顔の確認は意外と難しいと思うとこれも⾯⽩い。

1517 寝起きの洗⾯台にて ななめごはん。 ⼀般審査員F 17 16 17 16 17 83 鏡に映った⾃分の顔がドロドロに溶けていたら、それはもう、怖いに違いな
い。ただ、実際に⾃分の顔を⼿で触ってみた分にはいつもと変わらない感触、
というのが救いだけれど、⾃分の顔は鏡でしか確認出来ないのだから、本当に
今、⾃分の顔がどうなっているか、おかしくなっていないかは気になります
ね。「俺の顔！変？」と尋ねた主さんに、⺟親がにちゃりと笑って「とっても
変よ」と⾔ったのは、やはり不気味で怖いですね。本当に変な顔になっていた
のか、はたまた⺟親の冗談なのか。毎⽇⾒るものだけに、鏡の異変は⾮常に気
になりますね。

1517 寝起きの洗⾯台にて ななめごはん。 ⼀般審査員G 11 10 11 12 14 58 本当の顔はどうなっているのか気になりますね。お⺟さんもおかしくなってし
まっているのか…もしくは、主⼈公が精神的な病に侵されていると考えると、
お⺟さんは普通の受け答えをしているのにそう聞こえていない可能性もありま
すね。おかしくなっているのは主⼈公なのか、それとも世界なのか。それとも
本当に顔はどうともなってなくて、お⺟さんは主⼈公の顔を元々変だとおもっ
ていたとすると、それもそれで怖いですね…。

1517 寝起きの洗⾯台にて ななめごはん。 ⼀般審査員H 10 10 11 10 11 52 作者の表現したい怪奇が何なのか、私には理解し難いです。怖さ、もはやスプ
ラッタ映画なの？と⾔う位にグロく描いてますが、これ逆効果じゃないかなと
感じました。怖いのとグロいのは違います。鋭さ、鏡の中の⾃分と現実の中の
⾃分の状態が違う事に驚愕する主⼈公。を描いているのに、何と⾔うか緊迫し
たものが感じ取れないです。新しさ、ここもあまり。⾃分の顔が鏡の世界では
ドロドロに溶けていくのに、実際にはなんの変化も無い。奇抜ではあります。
とは⾔え、そもそもベースとしての怖さが⽋けているため、ここを新しさとし
て⾼評価には出来ませんでした。ユーモアさ、少なくとも私には感じ取れませ
んでした。シュールな設定ではありますが。結局何なのこれ？≧ユーモアとい
う図式になっています。意外さ、ラストの⺟親の台詞と表情でしょうか。⺟親
の意図は？そもそも本当に⺟親なのか？疑問が残ります。寧ろ怪異はコレかも
知れませんね。

1517 寝起きの洗⾯台にて ななめごはん。 ⼀般審査員I 13 12 13 14 12 64 きっと鏡にうつっている溶けた顔が錯覚で、⼿でちゃんと触れたりしてるほう
が正解なのだと思うんです。そうなると息⼦の顔を変だと⾔っちゃうお⺟さん
おちゃめだなと思いました。息⼦さんのほうは⼼底怖い思いをしているだろう
から、これはヒトコワになるのかな？？って思いました。

1517 寝起きの洗⾯台にて ななめごはん。 ⼀般審査員J 15 15 13 16 17 76 鏡がそう⾒せているのか、感覚がおかしくなっているのかがわからなくなって
いるところがとても怖い
それに最後の⺟親のニチャリという笑いが⺟親の姿もおかしくなっているので
はないかと思わせて、とても怖かった

合計 140 133 139 143 142 697

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1469 ⿊い画⾯ 京朔太郎 ⼀般審査員A 15 15 15 14 14 73 申し訳ないが、平凡な怪談に思えた。葬式に⾏くかどうかはおばあちゃんとの
関係性にもよると思うし、とくにひねりもない。そこまでして葬式に来てほし
いということは、結構仲がよかったのだろうか。だとしたら⾏くべきなのかも
しれない。いや、この際おばあちゃんとの関係性はどうでもいい。あまりにも
ひねりがなさすぎるのが、この怪談の⽋点だと思う。それにしても最近の幽霊
は画⾯に映ったり、LINEの内容まで把握できるのか。ハイテクですな。

1469 ⿊い画⾯ 京朔太郎 ⼀般審査員B 8 6 5 6 7 32 おばあちゃんはそんな出かたはしないと思いました。あるとしたら夢枕に⽴っ
てさよならを告げるんじゃないかな。

1469 ⿊い画⾯ 京朔太郎 ⼀般審査員C 17 16 16 18 16 83 亡くなったおばあちゃん、よっぽど⾃分のお葬式に来て欲しかったんだでしょ
うね。状況を想像すると怖いですが、同時におばあちゃんの茶⽬っ気も感じま
した。

1469 ⿊い画⾯ 京朔太郎 ⼀般審査員D 13 15 14 17 15 74 暗い画⾯に顔が浮かんでいるのは不気味ですが、読み⼿によってどの位置にど
う浮かんでいるのか違う想像をしていると思います。私は起こる真ん中にどー
んと浮かんでいるものを想像していたので、驚くのは分かるけど毎回周りを⾒
渡すかな？と違和感がありました。そのため怖さは低めです。不義理を許さな
いおばあちゃんは怖さより可愛さを感じたのでユーモアは⾼めにしました。

1469 ⿊い画⾯ 京朔太郎 ⼀般審査員E 18 16 17 19 17 87 よっぽど葬儀に来てほしかったのだろう。あまり思い⼊れのない⼈物でも、こ
れだけ姿が現れると出席せざるを得ない気持ちになってしまう。おばあちゃん
から脅迫されているようでおもしろ怖い。また、電⼦機器のoff状態にある⿊い
画⾯は鏡のように、どこかに繋がっているような感覚がある。次々に画⾯に映
り込んでくる状態は、⼀⼈きりの家の中では怖いだろうと想像できる。おばあ
ちゃんは、こうなることを予想して孫をからかっていたのか、⾯倒なことで
も、こんなふうに3回も出て来られると観念してしまうものなんだな。「やっ
ぱり、⾏きます」と⾔った変わり⾝に笑いも出てしまう。

1469 ⿊い画⾯ 京朔太郎 ⼀般審査員F 16 15 15 17 15 78 冒頭の『「』がなかったので、後の」に違和感が出てしまいます。⽂字制限で⼊
れられなかったのだとしたら、後の、再度ビックリをして…の〝を〟を外すと
きれいに収まるので、そこは残念です。内容的には、怖さはあるのですが、お
ばあちゃんの想いを考えると、ちょっとクスッと笑えるような気もします。
よっぽどお葬式に来て欲しかったんですね。ただ、主張の仕⽅が怖いんですよ
ね(笑)。まあ、⾝内のお葬式くらいは⾏けるのであれば⾯倒がらずに⾏った⽅
がいいですよね。

1469 ⿊い画⾯ 京朔太郎 ⼀般審査員G 11 14 10 18 14 67 これちょっとおばあちゃんが可愛いなと思いました。「最後くらい⾯倒がらず
に来てよ！」っていう思いなのかなとか、「孫がきてくれると嬉しいな」って
思ってるのかなとか考えちゃいます。起きた現象は怖いけど、おばあちゃんの
ことを考えると⾯倒くさがらずにちゃんとお別れしてほしいと願うでしょう。
⾃分もそういうタイミングがいずれ来るので、その時はしっかり⾒送らないと
いけないなと考えさせられました。不思議とほっこりするお話に感じました。

1469 ⿊い画⾯ 京朔太郎 ⼀般審査員H 11 10 12 13 11 57 正直、怖くはありませんでした。と⾔うのも、亡くなった祖⺟が⿊い画⾯に
次々と現れる理由が、主⼈公が葬式に⾏かないと⾔った事なのは明⽩だからで
す。また、描写の仕⽅もかなりベタです。せめて、お祖⺟さんがどんな表情を
していたかだけでも表現して欲しい所でした。鋭さ、もあまり。スマホ、PC、
テレビ、次々に現れる件の⽂章が散漫です。メリハリが無いと鋭さは出ないと
思います。新しさ、うーん。ここも弱い。画⾯に幽霊が映る。定番中の定番。
亡くなったお祖⺟さん⽬線も⼊れてみるとか？何かスパイスになる様な表現が
欲しいですね。ユーモアさ、しいて⾔うなら「何でお祖⺟さん、画⾯越しに出
てくるの？」という部分でしょうか。意外さ、ほぼ感じ取れませんでした。怪
談あるあるだと感じてしまって。予定調和と⾔うか。決して、作品としては悪
くは無いんですけれども。

1469 ⿊い画⾯ 京朔太郎 ⼀般審査員I 12 11 13 14 12 62 おばあちゃんお孫さんに葬式にきて最後のお別れをしてほしかったんですね。
かわいらしい。ちょっとにやってしてしまいました。⽣前お孫さんがかわいく
てしかたなかったのかな？怖いよりもほっこりしたお話でした。

1469 ⿊い画⾯ 京朔太郎 ⼀般審査員J 15 15 15 17 15 77 祖⺟が来てほしかったんだということがよく分かるいい話だと思う。こ゚縁があ
るご親族の節⽬は、⼤事にしないといけないと改めて、思った。

合計 136 133 132 153 136 690

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1471 最愛の君に貰った⾔葉 柳家花ごめ ⼀般審査員A 15 17 14 15 14 75 こちらも、本当に申し訳ないのだが、平凡な怪談に思えた。切り⼝は結構いい
と思うのだが、展開が読めてしまうのは致命的である。別にミステリーを期待
しているわけではないのだが、「新しさ」や「意外さ」という項⽬がある以
上、あまりにも展開が読めてしまうものや、完全に意味が理解できてしまうも
のは、⾼評価の対象にはなりづらい。だからといって全部を曖昧にすると今度
は意味不明になる。最終的にはすべてを説明するにしても、そこに⾄るまでの
過程に「ひねり」がほしい。

1471 最愛の君に貰った⾔葉 柳家花ごめ ⼀般審査員B 6 5 6 7 7 31 なぜそうなったか全然わかりませんでした。猫の気持ちを知って死んだとした
ら強引すぎるし、どういう状況でそうなったのかが単純に知りたいです。

1471 最愛の君に貰った⾔葉 柳家花ごめ ⼀般審査員C 16 19 16 19 16 86 状況から察するに、ネコちゃんから凄絶な⾔葉責めを受け、耐えきれずに⾃ら
命を絶ってしまったのでしょうか…(笑)。間違いなく怖い話なんですが、ユー
モラスな要素も含まれている作品でした。

1471 最愛の君に貰った⾔葉 柳家花ごめ ⼀般審査員D 14 15 17 19 17 82 ⼈をそこまで追い詰められる改⼼の⼀⾔とはどんなものだったのか気になりま
す。

1471 最愛の君に貰った⾔葉 柳家花ごめ ⼀般審査員E 16 17 17 18 17 85 動物と話をすることができるという⼈が時折いるみたいだけれど、⼈間と同じ
ような感性で話すのだろうか、それに本⼼を⾔っているとは限らないだろうと
いつも思ってしまう。装置は破壊されているし、メモの意味も抽象的だし今回
の装置は何をどのように翻訳してくれたのか気になってしまった。動物と会話
できる装置、そのせいで命を絶ったとなると猫にどれだけの⾔葉をもらったの
だろう？⾟らつな⾔葉、または優しい⾔葉、⾃分の期待していた⾔葉に出会え
なくて絶望してしまったのか、それとも猫と何かを約束してその結果がこう
なったのか、いろいろと想像できる。

1471 最愛の君に貰った⾔葉 柳家花ごめ ⼀般審査員F 16 16 17 16 17 82 まずタイトルがお洒落ですね。発明家の友⼈の飼っている猫は、友⼈の最期の
前に何と⾔ったのでしょうか。どんな⾔葉を残したのか気になりますね。状況
から、恐らく彼の発明⾃体は成功だったのでしょうけれど…。動物と会話でき
る装置―。確かに、玩具としてはよくあるけれど、本当に動物の⾔葉を聞けた
りしたら…。それはそれで怖いかもしれないですね。玩具だからこそ、いいの
かもしれません。⾊々と考察したくなるお話でした。

1471 最愛の君に貰った⾔葉 柳家花ごめ ⼀般審査員G 5 10 16 15 15 61 この猫は⼈間を死に追いやるほどの何を⾔っていたのか、気になりますね。し
かも死ぬ気配もない⼈⼀⼈を翌⽇には簡単に⾃死させている。とてつもない影
響⼒です。⾔葉⼀つで⼈は⽣きていけるし、逆に死んでもしまうというのは⾊
んなできごとから学べていますが、それは⼈間だからであって、猫には適応さ
れないということですね。怖さよりも謎が⼤きく印象に残るお話でした。なの
で、怖さ加点は低めですが、ミステリーのような雰囲気は好きです。

1471 最愛の君に貰った⾔葉 柳家花ごめ ⼀般審査員H 10 11 12 12 13 58 どう捉えていいものやら、判断に迷います。怖さ、多分動物と会話出来る装置
で致命的な事を飼い猫から⾔われたんだろうなー、という想像はつくものの、
それと友⼈の⾃死との因果関係が判然としない為、もう少し分かりやすい怖さ
が書かれていると良かったのですが。鋭さ、全体に表現が散漫とした印象をう
けます。会話場⾯と状況説明の場⾯が上⼿く嵌っていない気がしました。新し
さ、そうですね...。翻訳出来る装置を作ってしまったのが仇となった、という
点でしょうか。ユーモアさ、欲をかきすぎると碌な事にならない、という教訓
譚と捉えれば、これも⼀つのユーモアかも知れませんね。意外さ、推測の域を
出ませんが、飼い猫が⾃死の原因であろう点、では何と⾔ったのか？には触れ
られず幕引き。そもそも、そこまでの⾔葉を⾔う原因ってなんだろう？等、謎
は深まるばかり...な所です。

1471 最愛の君に貰った⾔葉 柳家花ごめ ⼀般審査員I 12 11 12 10 11 56 飼っているペットが何を思っているのか？この鳴き声はなんと話しているの
か？知りたいのは飼い主あるあるで、どんなペットでも飼い主からしたら⽬に
⼊れても痛くないほど可愛いものであって、好きすぎる愛を投げかけられて
も、ひどい⾔葉を投げかけられても、飼い主からしたら⾟いのかもしれないと
思いました。この⽅が猫からどんな⾔葉を投げかけられたかはわからないです
が、永遠のなぞのまま⾃分の都合のいように解釈しておくのが、幸せなんだろ
うな。

1471 最愛の君に貰った⾔葉 柳家花ごめ ⼀般審査員J 15 15 15 13 15 73 動物から何を⾔われたのかが、すごく気になる。発明家が何を⾔われて、最悪
の結果になってしまったのかということと、猫の⽬が最後に怖さを際⽴たせて
いた。

合計 125 136 142 144 142 689

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1479 ある変⼈の好奇⼼について あおやまままさし ⼀般審査員A 16 15 15 16 16 78 うん。怖いのは⼦供じゃないよ。あんただよ。興味深い、じゃねえよ。タイト
ルがそれを表していて、秀逸。意外さとユーモアがきちんとある。が、怪談と
しての品格はない。またそれかよ、いい加減にしろよ、という声が聞こえてき
そうであるが、私はこの意⾒を変えるつもりはない。怪談には品格が必要なの
である。安⼿のB級ホラーみたいな恐怖ではなく、真に⼈間の⼼理と世界の深
遠さに迫る恐怖の「質」なるものが確実に存在するのである。

1479 ある変⼈の好奇⼼について あおやまままさし ⼀般審査員B 9 8 9 6 9 41 ⼦供が⾃分の⽬を⽬の前で潰しているのに、焦ることもなくただ、⼦供の⾏動
に興味を⽰している主⼈公のサイコパス感がホラーのプロローグにはちょうど
良く感じました。

1479 ある変⼈の好奇⼼について あおやまままさし ⼀般審査員C 20 20 16 16 18 90 私が好きなタイプの作品でした。アイスの棒を突然眼に刺す展開が鋭く⼼に刺
さりました。

1479 ある変⼈の好奇⼼について あおやまままさし ⼀般審査員D 17 14 13 12 15 71 少年が何故、何かのためにやっていると思ったのか私には読み取れませんでし
た。⽬の前で明らかにおかしいことが起きているのに何も反応せずに⾒続けて
いる体験者にも違和感が⼤いにあります。現場を想像すると気味が悪いし恐ろ
しいので怖さはやや⾼めにしましたが、それ以外があまり頭に⼊ってきません
でした。

1479 ある変⼈の好奇⼼について あおやまままさし ⼀般審査員E 16 15 16 15 16 78 ⼦どもの様⼦が気持ち悪いけれども⼈間でなければありなのかな。右⽬にアイ
スの棒を⼊れなくても⾃らの指でもいいのではと感じた。⾒せつけたかったと
も取れるけれど、何の脈絡もなく近づいてきたのは、⼦どもが⾃分と同じよう
な感覚（変⼈同⼠の好奇⼼が呼応して）に引き寄せられて現れたのかもしれな
い。⽬をつぶして「⾒えない」と⾔っているのには当たり前の反応で少し安⼼
した、⾏動は変だけれど。この⼦は同類を⾒つけて楽しいから⼀緒にやって欲
しいのではないのかな。この⼈を誘っているとも取れる表現だと思う。かき回
す⾳にセミの求愛の声が負けてしまったのは残念だ。

1479 ある変⼈の好奇⼼について あおやまままさし ⼀般審査員F 18 17 18 17 18 88 最初の⽅を読んだ限りでは、ほのぼのした感じでちょっと変わった⼦供とのや
り取りで、怖さを感じる要素が全く⾒られないのに、その⼦は主さんから貰っ
たアイスのほぼ残っていない棒アイスの棒を突然⽬に突き刺す。急展開なホ
ラー。しかも、グロい。⾃分の両⽬を突き刺し、⾳を鳴らして掻き回す様を想
像するとめちゃくちゃ怖い。でも、⼀番怖いのは、そんな⼦供を⽬の前にして
怯える事もなく、何かのためにそんな⾏動をしている、と興味深いと感じる主
さんだろう。まさにサイコパスですね。ショートでは珍しく、どれも⾼評価な
作品でした。

1479 ある変⼈の好奇⼼について あおやまままさし ⼀般審査員G 3 7 7 12 16 45 このある変⼈というのが主⼈公のような気がするのは私だけでしょうか。こん
なこと⽬の前の⼦供がやっていたら普通取り乱しますが、主⼈公はどこ吹く⾵
というように観察しています。なんとも痛そうな描写にこちらもなんだか⽬が
シパシパしてきます…。そもそもこの⼦供は現実に存在しているようにも感じ
られないですね。違和感が散りばめられている、不協和⾳のようなお話でし
た。むしろ痛い描写よりもっと狂っている描写のほうが⼤きく出ている⽅が個
⼈的には好みです。

1479 ある変⼈の好奇⼼について あおやまままさし ⼀般審査員H 10 10 11 10 12 53 申し訳ありませんが、読んでて不快でした。グロ怖と⾔われれば、そうなのか
も知れませんが。怖さ、気持ち悪さ、不快さ、の⽅に持っていかれて怖いとは
思えませんでした。鋭さ、ここも⽬⽟に棒を突き刺しグルグル回す場⾯の表現
が、不気味ではあるものの奇をてらった表現で却って鋭さを打ち消してます。
新しさ、⾒知らぬ少年が⽬の前で突如奇⾏にはしる。それを興味深い、と眺め
る主⼈公。うーん。サイコパス？結局、理解不能な⾏動を取る⼈物が2⼈出て
くるストーリーは少なくとも、新しくは無いと思います。ユーモアさ、ごめん
なさい。全く感じませんでした。意外さ、恐ろしいのはむしろ主⼈公の⽅だっ
た、という点ですかね。

1479 ある変⼈の好奇⼼について あおやまままさし ⼀般審査員I 13 12 12 10 13 60 ダブルの怖さ。この五歳くらいの⼦供、幽霊なんだろうけど、幽霊ってだけで
も怖いのに⾏動がぐろくて怖いし、そのうえそれを⾒てもなんとなく逆に興味
深くなってしまってる語り⼿。。。変わっている⼈の前に出てしまった幽霊も拍
⼦抜けだろうな

1479 ある変⼈の好奇⼼について あおやまままさし ⼀般審査員J 18 16 15 12 17 78 その⼦どもは、ナニカわからないものなのか本当の⼈間なのかわからないとこ
ろがめちゃくちゃ怖かった。更に喜んでいるところもブラックユーモアとし
て、とても怖かった。

合計 140 134 132 126 150 682

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1473 ほしい物メモ 京朔太郎 ⼀般審査員A 14 15 14 14 14 71 ご飯⾷べなきゃ死ぬよね。⽔なしでは５⽇も⽣きられず、⾷べ物なしでは２〜
３週間しか⽣きられない。こういう科学的な知識を踏まえると少し⾯⽩いのだ
が、どっちみち⾷べなきゃ死ぬので、不思議さが薄れてしまっている。根本的
な設定の部分でミスがあるような気がしてならない。破綻はしていないけれ
ど、この設定では怖くなりようがないのではないだろうか。ただ、「引きこも
り」というキーワードだけはいいと思った。「引きこもり」を題材にもう⼀本
書いてみてはどうだろうか。

1473 ほしい物メモ 京朔太郎 ⼀般審査員B 3 3 3 3 3 15 ショートで簡単に読み返せるのに読み返さずに、誤字脱字が酷すぎるので審査
する意味が無い気がしました。

1473 ほしい物メモ 京朔太郎 ⼀般審査員C 16 16 16 16 16 80 息⼦に成り代わって⽔を要求していたのはいったい何者だったのか…。⽔を欲
しがるモノから想像すると、⽔棲の妖怪(カッパとか？)が犯⼈かもしれないで
すね〜

1473 ほしい物メモ 京朔太郎 ⼀般審査員D 18 16 16 17 18 85 部屋にいたのは息⼦さんだったのかそれ以外の存在だったのか…個⼈的には息
⼦さんであって欲しい。亡くなってから3週間、けれど⽔だけになったのは2週
間。それなら1週間は⾷事をとっていた、ということでしょう。謎が多いお話
ですが、とても切ない気持ちになりました。(息⼦さんだったと仮定して)最期
に⽔だけでも⺟に備えて欲しいと思ったのかもしれませんね。ショート怪談は
インパクトが⼤切なので誤変換には注意していただきたいです…

1473 ほしい物メモ 京朔太郎 ⼀般審査員E 16 16 17 17 16 82 引きこもりは状態が、いろいろだから話を広げやすい、部屋の中で何をしてい
るかなんてわからないし。引きこもっているうちに、何かに変化してしまった
の？とか思えた。少し前に観た映画の中にもあったような・・・そっちは⾃殺
ではなかったけれど。⽔が無くなったのは何でしょうか、お供えしているみた
いにも思えるけれど。3週間前に亡くなっていたのだからもう⾷事は⾷べられ
ないのに「ご飯⾷べなくて⼤丈夫なの？」なんて聞いたからドアを強くたたき
返されたのかも。察してくれぇ！と⾔いたかったりして。これが、ほしい物メ
モで良かった、ほしいものリストだったら、いつ要望が叶うかわからないから
餓死していたかも、そんな気がした。

1473 ほしい物メモ 京朔太郎 ⼀般審査員F 16 15 16 15 15 77 以前程は騒がれなくなったけれど、現実に引きこもりは⼤きな社会問題になっ
ていますね。それも、若い⼦に限らず、成⼈しても引きこもりを続けている⼈
がいたり。欲しいものメモだなんて、メモでしかやり取りが出来ないなんて寂
しい話ですね。せめて会話くらいあれば、とは思いますが。8年もの間、欲し
いものメモでのやり取りを続けるなんて考えられないけれど、現実にもそうい
う事例があるのかな。⽔を要求していたのは亡くなった息⼦の霊？死後も尚、
欲しいものメモでやり取りを続けていた？もう少し早く気づいて対応していれ
ば息⼦は死なずに済んだのかな？怖さはあるけれど、やはり悲しさが強いです
ね。

1473 ほしい物メモ 京朔太郎 ⼀般審査員G 5 9 18 17 16 65 ごめんなさい、途中の誤変換から某有名声優さんの声が聞こえてきちゃって
笑ってしまいました。この誤変換はとても勿体ないです。お話の内容ですが、
死んでまで引きこもりなのかという呆れもありつつ、地縛霊ってこうやって
なっちゃうのかも？と思えたり。そう考えると引きこもりの数が増えていると
されている昨今、地縛霊も増えているのでしょうか。せめて死んだあとくらい
は⾃分から出て⾏ってほしいものです。

1473 ほしい物メモ 京朔太郎 ⼀般審査員H 11 11 13 10 12 57 怪談である事には間違いないのですが、、怖さ、今⼀つピンと来ません。場⾯
毎の描写だけで無く、⺟親が徐々に違和感を感じ始めるなど、迫ってくる恐怖
の要素が欲しいです。鋭さ、ここもなんと⾔うか、息⼦が実は当⼈死んでい
た。でも、渡した⽔は全て空になっていた。淡々としすぎていて、⺟親の⼼情
も伝わって来ない。⻑い事引きこもりだった息⼦に死なれる残酷な現実を、
もっと取り⼊れて欲しかったです。新しさ、最後まで⽔を飲んでいたのが何
か？が明かされない所でしょうか。ユーモア、ここは特には感じませんでし
た。情報が少なすぎて。意外さ、引きこもりの息⼦、欲しい物メモ、現在でも
深刻な社会問題ですが、そこを持ってきて怪異に繋ぐ。死んだ息⼦は、その⽔
を要求してきたモノに殺されたのか？それとも、死んだから成りすましてやっ
てきたのか？いずれにせよ、痕跡はあるものの姿は⼀切⾒せず。と⾔う点での
評価となります。

1473 ほしい物メモ 京朔太郎 ⼀般審査員I 11 12 11 10 11 55 ⽔を要求されて渡してから３週間たってなかったってことですか？⽔がなく
なってる誰が飲んだのか’？っておちなんでしょうが、そこがあいまいなばっか
りに怖くなくなってしまっていて残念でした。ただ強くたたき返したのは？？
息⼦さんの⾃殺のしかたによってはタイミングよく⾜がドアにあたったとかで
しょうが、息⼦さんの霊がまだ発⾒されたくなくてたたき返したのでしょうか
ね。

1473 ほしい物メモ 京朔太郎 ⼀般審査員J 16 15 15 13 16 75 部屋の中で⽔を飲んでいたのは、何だったんかが気になる。ノックを返したの
も何だったんだかわからなくなって、とても怖くなった。

合計 126 128 139 132 137 662

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1461 憑かれた ななめごはん。 ⼀般審査員A 15 14 15 16 15 75 俳句のような怪談。短いが故に、余韻がある。し、か、し、余韻があるという
ことは俳句や短歌ではいいのかもしれないが、怪談においてはそこまで重要な
のだろうか。まだまだ余⼒が残っているはずである。パチパチと瞬きをして、
それから、どうなったのだろう。こちらはどういう⾵にも想像できる。想像の
余地も⼤事だが、余⼒があるのだから、使ってみてもいいのではないだろう
か。ちなみにタイトルから私は「疲れた」を想像してしまい、ちょっとシュー
ルなギャグに感じてしまった。疲れてただけ、みたいな。

1461 憑かれた ななめごはん。 ⼀般審査員B 5 6 4 6 5 26 実際に信号機が瞬きしたとしても、びっくりはしますが怖くはないかな。妖怪
のたぐいかなと思いますね。

1461 憑かれた ななめごはん。 ⼀般審査員C 12 14 14 12 14 66 ⾃分が疲れているからそう⾒えたのか、信号が憑かれているからそう⾒えたの
か。タイトルと合わせて読むと意味が分かる作品でした。

1461 憑かれた ななめごはん。 ⼀般審査員D 17 20 18 19 18 92 鋭さがずば抜けています。様々な意味で、この後安全運転できたのか⼼配です
…

1461 憑かれた ななめごはん。 ⼀般審査員E 16 17 18 19 17 87 たしかに『つ・か・れ・て・い・る』と感じる、⾯⽩い。瞬きと捉えられるほ
どの状態だったのかもしれないなあ。点滅としてやり過ごすこともできるし、
あまりないことだとは思うけれど故障かな？と思わないのはやはり『つ・か・
れ・て・い・る』ようだ。こういう⽇常の情景を切り取って⽂字にしてみる
と、それだけの事がやけに⾯⽩く感じる。ここの交差点の信号機は⾃分に気が
あるのかなんて思ったり、信号機に事故を起こさせるノルマが課せられている
とか、信号機が、新しい⼼霊スポットづくりをしているとか。いろいろ想像し
てしまったけれど、アハッと笑ってしまう。

1461 憑かれた ななめごはん。 ⼀般審査員F 16 17 17 18 17 85 超ショートですが、情景は⾮常にわかりやすく、⾯⽩さもありました。実際に
信号がまばたきをしたら、きっと怖いには違いないのだろうけれど、まばたき
は⼀瞬の事なので、もしそれを⾒てしまっても、きっと⾒間違いだ、とか、⾃
分は疲れているんだろうな、と思って⽚付けてしまいそうな気がする。鋭さも
あって良かったのですが、まばたき、にユーモアを感じてしまい、結果的に怖
さが薄れてしまいました。

1461 憑かれた ななめごはん。 ⼀般審査員G 3 3 17 7 5 35 取り憑かれていると、取り憑いている側の瞬きが取り憑かれている側の⽬に写
ると⾔う話を聞いたことがあります。⾃分の瞬きのタイミングじゃないタイミ
ングに瞼の影が視界に⼊るので、周囲が点滅するように⾒えるらしいです。タ
イトルからすると運転⼿が取り憑かれたのかと思うのですが、信号機が取り憑
かれていたとすると妖怪みたいでユニークですね。ただ、万⼈受けはなかなか
しないかなと思います。⽂章が短すぎることもそうなのですが、怖さとして伝
わりにくいと思いました。

1461 憑かれた ななめごはん。 ⼀般審査員H 12 10 15 16 16 69 わずか3⾏で怪奇を表現。かなり覚悟が要りますよね。怖さ、よく考えたら怖
いよね。となりましたし、それなりにインパクトもあるんですが、思わず笑っ
ちゃったので怖さはあまり感じませんでした。鋭さ、シンプルで短いながらス
トーリーとしてはきちんとしています。が、ゾッとさせる様な部分が⽋けてい
るためか鋭さはありません。新しさ、ここは信号の中に何かが？なのか、信号
そのものがなのかは測りかねますが、ソレが⼆度瞬きをした、という驚きで
す。信号を怪異として持ってくるとは。ユーモアさ、何だか付喪神みたいで。
コレが悪いモノなのかどうか分かりませんが。存在はユーモラスですね。意外
さ、やはり3⾏でまとめてきた事です。下⼿したら⼤コケですが、仕上がってい
るのが凄いと思います。

1461 憑かれた ななめごはん。 ⼀般審査員I 10 10 11 11 11 53 だからなに？？って思ってしまいました（笑）続きがあるのかと思ったらここ
で終わり（笑）この尻切れ感が怖いということでしょうか

1461 憑かれた ななめごはん。 ⼀般審査員J 12 12 15 16 12 67 信号に何かが移ってきたのか、そう⾒えたのかもしれないと思った
合計 118 123 144 140 130 655


